
新年号2011

富士宮地区労福協HP開設
県生協大会に参加して

地域・地区労福協活動紹介
◉福祉と暮らしのセミナー　富士地域労福協
◉脳いきいき講座　　　　藤枝地区労福協
◉親睦ソフトボール大会　　東遠地域労福協

第3回　県労福協 理事会・幹事会開催
第8次 浙江省総工会特別訪日団を
お招きして
第三次青年・女性
友好交流訪中団 報告
LSC活動報告
◉支える人のケア 高い関心！

㈳静岡県労働者福祉協議会
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公
益
法
人
制
度
改
革
の
対
応
に
お
い
て
、公
益
を
目
指
し
準
備
を

進
め
て
き
た
が
、一般
へ
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、改
め
て
出

直
す
状
態
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、今
年
は一心
力
を
注
ぎ
取
り
組
み
た

い
。

（
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

平
野　
哲
司

　

働
く
人
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
、一
向
に
改
善
さ
れ
る
気
配
も
な

く
、今
年
も
大
変
厳
し
そ
う
で
す
が
、私
達
は
こ
の
状
況
を
、手
を
こ
ま

ね
い
て
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
、自
ら一歩
踏
み
出
し
行
動
す
る
事
で
、労

働
を
中
心
と
し
た
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

鈴
木　
和
明

　

勤
労
者
の
暮
ら
し
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、政
治
経

済
面
で
は
先
行
き
が
不
透
明
と
な
って
い
る
た
め
、勤
労
者
の
不
安
は一

層
高
ま
って
い
ま
す
。勤
労
者
の
頼
り
に
な
る
金
融
機
関
と
し
て
更
な

る
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹　

功

　
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災・保
障
点
検
運
動
」で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、約
８
割
が
住
宅・家
財
に
対
し
、無
保
障・不
十
分
な
方
と
な
って
い

ま
す
。ご
家
族
の
た
め
に
も
、こ
の
機
会
に
保
障
の
見
直
し
を
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。全
労
済
が
バッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

（
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

小
塚　

則
久

　

勤
信
協
は
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
一般
財
団
法
人（
非
営
利

型
）への
許
可
申
請
を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
申
請
に
際
し
て
は
、法

律
に
よ
り
今
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
正
味
財
産
を
公
益
の
た
め
に
支
出

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
か
ら
ど
ん
な
事
業
が
で
き
る

か
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

竹
山　
貢

（
財
）静
岡
県
財
形
事
業
協
会

常
務
理
事

斉
藤　
進

　

先
日「
老
後
の
安
心
な
暮
ら
し
は
、15
年
前
、私
を
信
じ
ア
パ
ー
ト
資

金
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
」と
利
用
者
の
声
。

私
こ
そ
感
謝
と
28
年
の
歴
史
に
幕
を
引
く
。

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

曽
我　
一
樹

　

12
月
3
日
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
曽
我
で
す
。ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
皆
様
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
や
家
族
旅

行
、ホ
ッ
と一息
つい
て
く
だ
さ
い
。（
そ
の
際
は
、ユニ
オ
ン
ト
ラ
ベル
ま
で
）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か

会　

長

日
詰　

一
幸

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
柱
で
あ
る「
暮
ら
し
何
で
も
相

談
」に
は
、日
々
多
く
の
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。件
数
も
増
え
て

い
ま
す
が
、内
容
も
よ
り
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、地
域
で
つ
な
が
り
、解
決
す
る
力
が
弱
く
な
っ

て
い
る
今
、私
た
ち
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
新
た
な
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会　

長 

中
川　
浅
行

　

貧
困
問
題
が
、人
の
命
を
脅
か
す
事
件
や
人
の
孤
独
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。正
直
、公
開
、社
会
的
責
任
、そ
し
て
他
人
への
配
慮
と
い
う

倫
理
的
価
値
を
信
条
と
す
る
協
同
組
合
の
光
を
照
ら
し
た
い
。

（
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

専
務
理
事

木
下　

達
夫

  

今
年
私
は
年
男
、何
か
起
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。で
も
、ま
ず

は
当
協
会
の
公
益
財
団
法
人
認
定
の
行
方
が
気
に
掛
か
り
ま
す
。新

し
い
分
野
への
挑
戦
で
自
主
福
祉
運
動
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

か
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

不
透
明　

今
こ
そ
発
揮　

わ
が
力

　
　
　
　
　

働
く
人
に　

暮
ら
し
応
援     

労
働
を　

真
ん
中
に
置
く　

世
の
中
の

　
　
　
　

求
め
る
福
祉　

皆
と
目
指
さ
ん  

卯
の
年
に　

役
立
ち
活
か
し　

つ
く
り
だ
す　

     

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で　

つ
な
が
る
社
会

貧
困
が　

暗
い
世
相
の　

闇
と
な
り　

　
　
　
　
　

協
同
の
力
で　

虹
と
輝
け

財
形
の　

28
年
に　

感
謝
し

　
　

静
か
に
閉
じ
る　

先
人
の
熱
意

安
心
の 

ご
用
命
な
ら 

ユ
ニ
・
ト
ラ
へ

　
　
　

  

価
格
満
足　

旅
・
レ
ク
・
会
議

つ
ら
つ
ら
と　

悩
み
聞
く
日
　々

世
の
中
の

　
　

       

不
条
理
埋
め
る　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

一
般
へ　

新
た
な
舟
出　

お
と
ず
れ
て

　
　
　
　
　
　

漲
る
力　

我
に
あ
ふ
れ
る

公
益
な　

支
出
計
画　

前
に
し
て

　
　
　

夢
や
希
望
が　

駆
け
巡
る
な
り

住
ま
暮
ら
は　

危
機
管
理
への　

第
一
歩　

                  

家
族
を
守
れ　

脱
無
保
障
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
1
０
年
も
、
働
く
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
年
で
し
た
が
、

新
年
は
景
気
が
回
復
し
、
明
る
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
各
福
祉
事
業
団
体
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん
に

新
年
へ
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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県
労
福
協  

理
事
会  

幹
事
会  

が
開
催
さ
れ
る

第
3
回

　

2
0
1
0
年
度
県
労
福
協
第
3
回
理
事

会
と
幹
事
会
が
11
月
24
日
勤
労
者
総
合
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
や
審
議
事
項
な
ど
が
多
く
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
理
事
会
の
後

に
開
催
し
た
幹
事
会
の
項
目
と
ポ
イ
ン
ト

の
み
報
告
し
ま
す
。

〔
主
な
報
告
・
協
議
事
項
と
取
り
扱
い
〕

①
司
法
修
習
生
の
給
費
制
存
続
を
求
め
る

団
体
署
名
に
つ
い
て　

各
団
体
の
署
名
の

取
組
み
等
が
あ
り
今
国
会
で
給
費
制
の
一

年
延
長
が
決
定
し
た
、
現
状
で
は
新
た
な

運
動
提
起
は
な
い
。

②
勤
労
者
総
合
美
術
展
の
広
報
要
請
と
出

品
要
請
に
つ
い
て　

12
月
か
ら
要
請
行
動

開
始
が
確
認
さ
れ
た
。

③
第
3
回
ク
レ
サ
ラ
被

害
を
な
く
す
県
民
会
議

に
つ
い
て　

武
富
士
問

題
が
浮
上
し
、
県
弁
護

士
会
・
武
富
士
対
策
弁

護
団
の
取
組
み
に
つ
い

て
広
く
知
ら
せ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

④
特
別
報
告
・
労
金
の

全
国
合
併
に
係
る
状
況

報
告
と
静
岡
県
労
金
の

　選　出
富士地区
磐田地区
浜名地区
連合静岡
連合静岡

　氏　名
森本　建夫
鳥居　勤
水野　雅通
杉山　俊道
曽我　一樹

　　　　出　身
東芝キヤリア労組富士支部
ヤマハ発動機労組
アスモ労組
ヤマハ労組
ＵＩゼンセン同盟県支部

＜新しい幹事会メンバー＞（敬称略）

新しい幹事会メンバー

考
え
方
（
増
田
専
務
よ
り
報
告
）

⑤
幹
事
会
メ
ン
バ
ー
の
交
代
に
つ
い
て（
別

表
の
と
お
り
）

⑥
労
福
協
会
費
に
つ
い
て〈
法
人
化
に
伴
う

規
定
整
理
〉　

次
回
理
事
会
の
審
議
事
項

⑦
地
区
労
福
協
の
行
政
要
望
統
一
項
目
に

つ
い
て　

現
状
集
約
と
新
た
な
提
起（
地
方

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
を
使
っ
た 〝
マ

ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
勝
つ〈
冊
子
〉〞の
自
治
体

配
布
啓
発
活
動
）が
あ
っ
た
。

 

森本 建夫氏 杉山 俊道氏 曽我 一樹氏

我　 樹 Ｕ

ー 森 杉

　
団長
秘書長
団員
〃
〃
〃

　氏　名
金　長徴
陸　　軍
鍾　善徳
蔣　基發
許　取龍
岑　偉奮

　　　　役　職
浙江省総工会　常務副主席
浙江省総工会　国際部部長
浙江省総工会　工人療養院院長
浙江省財貿工甲会　副主席
臺州市総工会　副主席
寧波市総工会宣教部　副調研員

（敬称略）

静岡県庁で岩瀬副知事と

アリババにて 浙江省総工会にて 家庭訪問 王さん宅にて

上海万博日本産業館前にて 建設中の杭州市・銭江新城地区にて

訪日団6名　右から3人目は金団長訪日団6名 右から3人目は金団長

訪問地：杭州市（浙江省総工会、企業訪問「アリババ」、銭江新城、
西湖、中国茶葉博物館、六和塔、霊隠寺）上海市（上海万博、上海商城劇院）

１．青年女性友好交流訪中団参加について満足度はどれくらいですか　
　100％＝７人　　90％＝７人　　80％＝７人　　
　①近くて遠い国と感じていた中国の印象が変わりました。浙江省総工会
     をはじめ熱烈な歓迎をいただいた多くの方に感謝しています。
　②人材交流を通して新聞・テレビなどでは知ることのできない一面や、それ
　　ら媒体から入ってくる情報はあくまで一部の側面だけなのだということを
　　知ることができた。

2．中国で特に印象に残ったことは
　①家庭訪問で過ごした時間です。成長している都市を肌で感じたことで　
　　す。交通事情が乱れているため、ルールとマナーの必要性を感じました。
　②最先端を走る企業「アリババ」を見学できた事
　③建設ラッシュのビル群や交通量の多さに驚いた。発展途上を続けるエ
　　ネルギッシュな国の底力のようなものを感じました。

3．アリババ視察・交流座談会を通してどのように感じましたか
　①1999年18人でスタートした会社が10年で2万人の会社に成長したこ
　　とに驚きましたが、それ以上に「お客様」「従業員」「株主」と“人”を大切
　　にしていることに感銘を受けました。
　②アリババは近代的な建物、充実した福利厚生等はもちろん企業として
　　の社会的責任を果たす、特に毎年0.3％の売上げを社会的事業に貢
　　献することを約束したという企業としての姿勢に感銘をうけた。
　
4．浙江省総工会表敬訪問・歓迎宴会をどのように感じましたか
　①浙江省総工会　金主席が「中国には専業主婦はほとんどおらず、皆結
　　婚・出産後も仕事を続ける。浙江省総工会の役員も半数近くが女性　
　　だ。」という話をされた時に、現時点での日本と中国の就労感の違いを
　　強く感じた。
  ②男女平等が進んでいて、女性が活躍している社会的な環境に驚きまし
　た。総工会の方々の温かい心遣いに感動をしました。

5．家庭訪問はいかがでしたか
①「おもてなしをしよう」という熱い気持ちがすごく伝わってきてうれしかった。
　家庭の様子が見え、家族とも交流ができ訪中で一番良かった。
②ステイの時間はアットいう間でした。家族の方やそのお友達などと交流ができ
　楽しくすごせました。日本語のわかる人がきてくれて大変ありがたかったです。

第３次青年女性友好交流訪中団報告

訪中団アンケートより（抜粋）

日程：2010年9月20日（月）～ 9月25日（土）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

連
合
静
岡
様
、
静
岡
県
労
福
協
様
の
ご
招
待
に
よ
り
、
私
ど
も
浙
江
省
総
工
会
代
表
団

は
10
月
13
日
か
ら
18
日
ま
で
日
本
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、（
中
略
）
訪
問
す
る
先
々

で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
皆
様
の
厚
い
友
情
を
深
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
６
日
間
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
私
達
は
労
働
組
合
の
歴
史
や
現
状
、
労
働
者
（
正

規
・
非
正
規
）
の
状
況
、
労
働
組
合
の
社
会
的
活
動
へ
の
関
わ
り
等
々
の
説
明
を
受
け

内
容
の
濃
い
交
流
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）

　

富
士
山
静
岡
空
港
と
上
海
市
浦
東
空
港
が
開
通
し
、
上
海　

杭
州
間
も
片
道
45
分
で

行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
静
岡
県
と
浙
江
省
は
ま
す
ま
す
近
く
な
り
、

お
互
い
の
交
流
は
さ
ら
に
密
接
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
多
く
の
静
岡
県
民
の
皆
様
、

浙
江
省
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
訪
日
に
際
し
て
、
浙
江
省
総
工
会
代
表
団
に
賜
っ
た
数
々
の
ご
厚
情
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
て
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浙
江
省
総
工
会
特
別
訪
日
団　
　

団
長　
　

金　

長
徴

交流を通じて互いの友好を深めました
＜浙江省総工会訪日団から届いたお礼文＞

ʣɻʧʁ
! ʋ̀ ʣʙʧ

10/13～18  第８次 浙江省
総工会特別訪日団が来静  ！

団員名簿 ( 敬称略）    
役　　割 
団　　長 
秘 書 長 
副秘書長 

団 員 氏 名
天野　敬久
加藤　忠夫
鈴木　茂昭
津崎　和俊
芹澤　彰子
石川　豊子
松井　貞仁
戸塚　奨一
黒川　一真
鈴木　和幸
鈴木　弘美
山田　大輔
平松　一代
廣瀬　智亮
佐藤　裕子
松山　浩直
田代　絵美
伊藤　　悟
山本　了大
岩本　綾子
影沢　恵子
増山　章

　　　　　　単   組   名
連合静岡
静岡県労福協
連合静岡
ヤマハリビングテック労働組合
ゴトーユニオン
東芝キヤリア労働組合富士支部
全矢崎労働組合榛原支部
掛川市職員組合
東邦テナックス労働組合三島支部
静岡県労働金庫
静岡県教職員組合
日立アプライアンス労働組合空調支部
中部電力労働組合
王子特殊紙労働組合
静岡県労働金庫
NTT 労働組合東海総支部静岡南分会
全労済静岡県本部
NTT 労働組合東海総支部浜松分会
東京電力労働組合沼津総支部
生活協同組合コープしずおか
静岡県労福協
２１世紀旅行

班長
副班長

1

2

3

班長
副班長

班長
副班長

添乗員 

　

中
国
浙
江
省
総
工
会
と
の
青
年
女
性
友

好
交
流
は
1
9
9
4
年
の
基
本
合
意
に
基

づ
き
４
年
に
１
度
、互
い
の
国
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。今
回
の
メ
ン
バ
ー
21
名
の
内
、17

名
が
初
め
て
の
中
国
訪
問
で
あ
り
、ま
た
政

治
的
な
事
件
が
発
生
し
た
直
後
で
あ
っ
た

た
め
緊
張
感
あ
る
訪
中
と
な
り
ま
し
た
が
、

上
海
浦
東
空
港
で
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
浙
江
省
総
工
会
の
皆
様
方

の
お
か
け
で
、有
意
義
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
訪
中
団
の
最
初
の
訪
問
先
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
中
心
に

急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業「
ア
リ
バ

バ
」の
会
社
視
察
と
意
見
交
換
で
し
た
。敷

地
内
に
お
け
る
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
ぶ

り
に
驚
く
と
同
時
に
、企
業
説
明
で
伺
っ
た

「
第
１
に
顧
客
満
足
、第
２
に
社
員
満
足
、第

３
に
株
主
満
足
」と
い
う
企
業
姿
勢
が
、

1
9
9
9
年
に
18
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
企
業
を
、わ
ず
か
10
年
余
り
で
従
業
員
２

万
人
、年
間
売
上
が
数
十
兆
円
と
い
う
企
業

に
成
長
さ
せ
た
原
動
力
の
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

浙
江
省
総
工
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、浙

江
省
や
総
工
会
の
概
要
・
役
割
等
を
伺
い
ま

し
た
。人
口
5,
1
0
0
万
人
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中

国
国
内
で
４
番
目
と
い
う
浙
江
省
に
お
い

て
、1
1
万
の
単
組
と
約
1,
3
0
0
万
人
の

組
合
員
を
有
す
る
総
工
会
。ま
た
、1
3
0
名

の
総
工
会
役
員
の45
％
は
女
性
で
あ
る
と
い

う
実
態
を
う
か
が
い
、国
を
挙
げ
た
取
り
組

み
や
、女
性
の
自
立
感
と
女
性
キ
ャ
リ
ア
は

当
た
り
前
と
い
う
風
土
構
築
の
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
は
、2
人
一
組
と
な
っ
て
家
庭

訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。平
日
を

過
ご
す
近
郊
の
住
宅
と
週
末
用
の
郊
外
の

住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方
の
お
宅（
郊
外
）

を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
豪
華
さ
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、「
中

秋
節
の
お
祝
い
」と
い
う
大
切
な
日
に
も
関

わ
ら
ず
、数
多
く
の
手
料
理
な
ど
で
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
の

温
か
さ
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
上
海
へ
異
動
し「
上
海
万
博
」

へ
の
訪
問
・
体
験
と
な
り
ま
し
た
。中
国
の

近
代
化
は
、今
の
日
本
人
に
は
想
像
も
つ
か

な
い
程
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。今
回
、私
た
ち
が
体
感
し
た
事

柄
の
１
つ
１
つ
は
、訪
中
団
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
り
、派
遣
し
て
く

だ
さ
っ
た
組
織
に
と
っ
て
も
必
ず
や
役
立

つ
時
が
く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
回
の「
第
３
次

青
年
女
性
友
好
交
流
訪
中
団
」に
関
わ
っ
た

全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
副
秘
書
長
）　

連
合
静
岡　

鈴
木　

茂
昭
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富
士
宮
地
区
労
福
協
は
、2
0
0
9
年
に

会
員
構
成
員
向
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、労
福
協
を
知
ら
な
い・
自
分
自
身
が
労
福

協
の
会
員
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。そ
こ
で『
労
福

協
』を
知
っ
て
も
ら
い・
行
事
等
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』開
設
を
決
め
、

2
0
1
0
年
6
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（http://w
w
w
.fujinom

iya-rofuku.net/

富
士
宮
地
区
労
福
協
で
検
索
）

　

掲
載
内
容
は
、小
林
会
長
の
挨
拶
、写
真

を
添
え
た
活
動
紹
介
、相
談
窓
口（
ろ
う
き

ん
、全
労
済
、Ｌ
Ｓ
Ｃ
し
ず
お
か
）、お
役
立
情

報
な
ど
で
す
。
12
月
1
日
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ・
新

着
情
報
は
、①
若
者
の
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
開

催
さ
れ
る
。②
富
士
宮
地
区
労
福
協「
福
祉

と
暮
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
さ
れ
る　

③
第
一

回「
ら
ぼ
ー
と
フェス
タ
」開
催
さ
れ
る　

④
介

護
教
室
開
催
の
ご
案
内　

⑤
富
士
宮
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た　

な
ど
で
す
。

現
在
、地
区
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
は

当
地
区
だ
け
で
す
し
全
国
的
に
も
ご
く
一
部
で

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
は一
定
の
技
量
も
必

　

県
労
福
協
の
構
成
団
体
で
も
あ
る
静
岡
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会（
県
生
協
連
）は
、県

内
の
地
域
生
協
、職
域
生
協
、学
校
生
協
、大

学
生
協
、共
済
生
協
、医
療
生
協
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
領
域
で
活
動
し
て
い
る
８
生
協
が

会
員
で
す
。

　

県
生
協
連
で
は
、11
月
12
日（
金
）県
地
震

防
災
セ
ン
タ
ー（
静
岡
市
葵
区
駒
形
5
丁
目
）

で
第
41
回
静
岡
県
生
協
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
生
協
大
会
は
、県
生
協
連
の
会
員
生

協
役
職
員
を
対
象
に
し
た
学
習
と
交
流
の

場
、今
回
の
テ
ー
マ
は「
地
域
防
災
を
考
え
る
」

と
し
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、郷
隆
志
氏（
同
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｄ
）か

講演「東海地震から命を守ろう」

津波体験コーナーで

第41回 静岡県
生協大会に参加して

ら「
東
海
地
震
か
ら
命
を
守
ろ
う
」と
題
し
、

阪
神
淡
路
大
地
震
の
生
映
像
・
報
道
画
面
や

駿
河
湾
地
震
の
画
像
な
ど
を
見
な
が
ら
進
み

ま
す
。倒
壊
家
具
等
で
圧
迫
後
救
出
さ
れ
た

人
の
多
く
が「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
」で
亡
く
な
っ

た
事
、傷
の
治
療
に
は「
ラ
ッ
プ
療
法
が
有

効
！
」な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か 

〝
自
分
自
身
の
命

は
自
分
で
守
る
、み
ん
な
の
地
域
は
み
ん
な
で

守
る
〞こ
と
や
公
助
の
前
に「
自
助
・
共
助
」の

大
切
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

　

会
員
の
活
動
交
流
で
は
、全
労
済（
共
済
生

協
）の
岩
田
事
業
推
進
部
長
か
ら
駿
河
湾
を

震
源
と
す
る
地
震
災
害
対
応（
現
場
審
査
や

給
付
事
務
な
ど
）や
展
開
中
の

「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障

点
検
運
動
」の
報
告
や
、コ
ー
プ
し

ず
お
か
の
危
機
管
理
担
当
の
渡

井
氏
か
ら
職
員
の
行
動
基
準
、県

や
市
町
と
の
災
害
時
物
資
協
定

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。（
T
・
K
）

要
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
そ
の
後
の
更
新
や
継

続
が
大
変
で
す
。掲
載
記
事
づ
く
り
は
四
役
が

あ
た
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
の
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
を
学
習
し
た
役
員
・
事

務
局
員
が
当
た
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

富
士
宮
地
区
労
福
協
で
は
小
林
会
長
が
先

頭
に
な
っ
て
次
々
と
多
様
な
活
動
を
展
開
中

で
す
。ご
奮
闘
を
期
待
し
な
が
ら
今
後
も
注
目

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
（
Ｔ
．Ｋ
）

http://www.fujinomiya-rofuku.net/
富士宮地区労福協富士宮地区労福協 検　索

ん報着催と回護と現当す

h富士宮地区労福協の
ホームページ開設

そ
う
さ
、
払
い
過
ぎ
た

利
息
返
還
請
求
の
期
限
が

迫
っ
て
い
る
っ
て
！

県
弁
護
士
会
の
弁
護
団
な
ら

信
頼
で
き
る
ネ
。

静
岡
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を

見
た
こ
と

あ
る
？

ブ
ロ
グ
は
見

た
こ
と
が

あ
る
け
ど
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
・・・

〝
タ
ケ
フ
ジ
〞っ
て
、

倒
産
し
た
消
費
者

金
融
の
武
富
士
の
事
？

県
労
福
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
を
見
れ
ば
「
相
談
先
」

が
分
か
る
よ

へ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

12
月
4
日
、静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
に
て
、

♪
支
え
る
人
の
ケ
ア
♪
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

募
集
直
後
よ
り
申
込
・
問
い
合
わ
せ
が
多

く
、ま
た
、メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
も
あ
り
、定
員

50
名
を
遥
か
に
上
回
る
1
3
0
名
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
で
は
、日
頃
電
話
や
面
談
に
よ
る

「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、近
年
、心
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
が
増

え
、全
体
の
2
番
目
に
多
く
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
心
の
悩
み
は
、実
は
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
人
を
支
え
る
人

た
ち
に
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
毎
日
の
相
談

か
ら
知
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、支
え
る
人
た
ち
の

気
持
ち
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
、特
に
増
え
て
い
る
う
つ
病
や
高
齢

者
の
介
護
に
携
わ
る
家
族
や
関
心
の
あ
る
方

に
、精
神
科
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
プ
ロ
の
音
楽
家

に
よ
る
演
奏
で
、ひ
と
と
き
の
時
間
癒
し
を
感

じ
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
、開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

♪
支
え
る
人
の
ケ
ア
♪　

第
一
部
は
、静
岡
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医 

佐
野
光
正
先
生
に
よ
る「
知
り
た

い
！
う
つ
病
と
家
族
、介
護
と
燃
え
尽
き
症
候

群
」、う
つ
の
知
識
か
ら
う
つ
の
方
と
の
接
し

方
、燃
え
尽
き
症
候
群
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
、会
場
か
ら
は
切
実
な
質
問
が
い

く
つ
か
出
さ
れ
、心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

の
心
情
や
、せ
つ
な
い
思
い
を
ご
参
加
の
皆
様

が
共
有
さ
れ
、本
当
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。質
疑
後
の
休
憩
で

は
、話
さ
れ
た
方
の
元
に
複
数
の
方
が
や
さ
し

く
声
を
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。

「
知
り
た
い
！
う
つ
病
と
家
族
、

介
護
と
燃
え
尽
き
症
候
群
」

「
生
演
奏
で
癒
し
の
時
間
」

　

第
二
部
は
、稲
木
良
光
と
ロ
イ
ヤ
ル
ジ
ャ
パ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る「
生
演
奏
で
癒
し
の
時

間
」。ち
ょっ
と
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い
う
こ
と

で
、ピ
ア
ノ・コ
ン
ト
ラ
バ
ス・バ
イ
オ
リ
ン
の
生
演

奏
と
、ク
イ
ズ・
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。会
場
内
は
素
晴
ら
し
い
音
色

が
響
き
渡
り
、雰
囲
気
も
一
気
に
和
み
ま
し

た
。す
っ
か
り
音
楽
に
引
き
込
ま
れ
、あ
っ
と
言

う
間
の
1
時
間
で
し
た
。

　

演
奏
も
終
わ
り
、お
帰
り
に
な
る
皆
様
か

ら
、「
今
ま
で
に
な
い
企
画
で
良
か
っ
た
」、「
こ
う

い
う
企
画
を
ど
こ
か
で
や
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
た
」、「
ま
た
開
催
し
て
欲
し
い
」な
ど
、多
く

の
方
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
M
）

？
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

武
富
士
問
題
の

弁
護
団
の　
　

取
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
る
ヨ　 高

い
関
心
！

ＬＳＣライフサポートセンターしずおか 活 動 紹 介



R o f u k u k y o  2 0 1 1  W i n t e r   78  R o f u k u k y o  2 0 1 1  W i n t e r

　

２
０
１
０
年
11
月
８
日（
月
）　富
士
市
ロ
ゼ
シ
ア

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て「
福
祉
と
く
ら
し
の
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
昨
年
度
か
ら
富
士
地
域
労
福
協･

静
岡
県
福
祉
基
金
協
会
主
催
、富
士
市･

富
士
宮
市
後

援
の
も
と
、会
員
勤
労
者
だ
け
で
な
く
広
く
一
般
市
民

も
含
め
、参
加
し
て
い
た
だ
き
、幅
広
い
層
に
有
意
義

な
時
間
を
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
落
語
家
の
春
風
亭
小
朝
師
匠
を
講
師
に

招
き「
人
生
笑
談
」の
テ
ー
マ
で
、楽
し
く
人
生
を
送
る

秘
訣
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

藤枝地区
労福協

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

東遠地域
労福協

福
祉
と
暮
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

富士地域
労福協

　

2
0
1
0
年
11
月
20
日（
土
）、第
20
回
東
遠
地
域
労

働
者
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」を

掛
川
市
の
大
東
球
場
及
び
隣
接
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
を

使
用
し
、日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
各
会
員
の
親
睦
を

兼
ね
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
20
回
と
い
う
記
念
大
会
で
し
た
の
で
、優

勝
・
準
優
勝
に
は
記
念
の
カ
ッ
プ
と
豪
華
賞
品
を
用
意

し
、記
念
大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

週
間
天
気
予
報
で
は
雨
と
い
う
予
想
も
出
て
お
り

中
止
も
や
む
を
得
な
い
と
事
務
局
は
判
断
し
た
こ
と

　

講
演
の
中
で
小
朝
氏
は
、自
身
の
出
演
し
て
い
る
番

組
内
で
出
会
っ
た
元
気
な
高
齢
者
に
つ
い
て「
風
邪
を

ひ
か
な
い
」「
転
倒
し
な
い
」「
空
腹
に
な
っ
た
ら
食
事

を
し
て
間
食
を
し
な
い
」「
い
つ
も
何
か
に
感
謝
し
て

居
る
」「
朝
起
き
た
ら
新
聞
に
目
を
通
す
」な
ど
共
通
点

を
指
摘
。

　

ま
た
、好
奇
心
が
旺
盛
な
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い

て
、テ
レ
ビ
の
定
番
ド
ラ
マ『
水
戸
黄

門
』を
例
に
挙
げ
、「
も
っ
と
知
的

好
奇
心
を
刺
激
す
る
工
夫
が
必

要
、『
水
戸
黄
門
の
た
め
し
て

ガ
ッ
テ
ン
』な
ん
て
ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
会
場
を
わ

か
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
暗
い
話

題
に
つ
い
て
、「
不
幸
な
人
を

見
て
、自
分
は
ま
だ
ま
し
だ
と

思
う
事
で
自
分
を
安
定
さ
せ
よ

う
と
す
る
」「
日
本
人
は
自
分
が
不
安

定
に
な
る
と
自
分
よ
り
不
安
定
な
人
を
い
じ
め
る
習

慣
が
あ
る
。」と
指
摘
し
、「
人
を
恨
ん
だ
り
憎
ん
だ
り

し
た
ら
必
ず
自
分
へ
返
っ
て
く
る
、で
も
、人
を
褒
め

た
り
親
切
に
し
て
も
必
ず
自
分
へ
返
っ
て
く
る
。人
を

け
な
し
て
安
心
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、人
を
褒
め

て
互
い
に
気
持
ち
良
く
な
ろ
う
。そ
の
た
め
の
最
初
の

一
歩
は
自
分
が
踏
み
出
す
こ
と
。た
っ
た
一
言
で
い

い
」と
呼
び
か
け
、世
の
中
を
プ
ラ
ス
の
方
向
に
向
か

わ
せ
る
た
め
の
秘
訣
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
仕
組
み
や
予
防
策
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
中
部
ほ
か
の

主
催
で
、
11
月
27
日
、「
脳
い
き
い
き
講
座
」を
開
催
し

ま
し
た
。当
地
区
労
福
協
は
後
援
団
体
と
し
て
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

企
画
段
階
で
、Ｌ
Ｓ
Ｃ
よ
り
人
気
講
座
だ
と
伺
っ
て

い
ま
し
た
が
、果
た
し
て
ど
の
程
度
集
ま
る
の
か
不
安

を
抱
き
つ
つ
案
内
し
た
と
こ
ろ
、早
々
に
予
定
人
数
が

集
ま
り
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、志
村
孚
城
さ
ん（
日
本
早
期
認
知
症
学

会
理
事
長
）と
、奥
山
惠
理
子
さ
ん（
浜
松
人
間
科
学
研

究
所
所
長
）の
お
二
人
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。ひ
と
こ

と
で
認
知
症
と
い
っ
て
も
多
く
の
種
類
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
ま
だ
十
分
に
解
明
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
予
防
で
き
る
も
の
も
あ
る
と

の
お
話
で
し
た
。

　

講
演
の
途
中
、セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
漢
字
色
別
テ
ス
ト
」で
は
、物
語
が
提
示
さ
れ
、

そ
の
中
に
出
て
く
る「
赤
・
青
・
黄
」な
ど
色
を
表
す
文

字
が
、そ
の
と
お
り
の
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、物
語
の
内
容
も
覚
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。あ
く
ま
で
健
康

な
人
に
対
す
る
脳
い
き
い
き
度
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
が
、

自
身
の「
認
知
症
進
行
度
」が
わ
か
る
の
で
は
と
、参
加

者
全
員
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

今
回
の
講
座
に

よ
り
、認
知
症
に
つ

い
て
の
理
解
と
、前

頭
前
野
を
活
性
化

さ
せ
る
生
活
習
慣

の
見
直
し
に
つ
い

て
理
解
が
進
ん
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

も
あ
り
ま
し
た
が
、試
合
日
が
近
づ
く
に
連
れ
て
天
気

予
報
が
変
わ
り
、当
日
は
正
に
小
春
日
和
と
い
う
絶
好

の
天
候
の
中
、18
チ
ー
ム
が
集
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

試
合
は
４
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、午
前
９
時
か
ら
第

一
回
戦
が
始
ま
り
、白
熱
し
た
試
合
が
続
く
中
、５
回

終
了
時
点
で
同
点
、選
手
に
よ
る
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」で

決
着
し
た
試
合
も
飛
び
出
し
大
会
を
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
の
は
昨
年
３
位
の

「
キ
ャ
タ
ラ
ー
労
組
」と
３
試
合
を
３
失
点
で
守
り
抜

い
た
「
ヤ
マ
ハ
労
組
掛
川
支
部
」と
の
対
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
果
は
10
対
2
と
堅
い
守
備
を
誇
る
「
ヤ
マ
ハ
労

組
掛
川
支
部
」が
６
大
会
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
、優
勝
旗
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
今
後
も
労
福

協
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
、大
き
な
怪
我
も
な
く
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

脳
い
き
い
き
講
座

《
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
》

□
一
昨
日
の
昼
ご
は
ん
を
思
い
出
せ
ま
す
か
？

□
家
族
や
友
人
と
よ
く
話
し
て
い
ま
す
か
？

□
何
か
熱
中
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

（
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
認
知
症
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

講師の
志村孚城さん

月 日 催事（イベント） 会場（場所） 主　催 備　　考参加資格・参加費など開始時間曜日
毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
富士宮地区の賀詞交換会です。
お問合せは、富士宮地区労福協　０５４４－２４－６０２９
清水地区の労働団体役員との意見交流と懇親。
お問合せは、清水地区労福協　０５４－３５１－９２２２

１チーム３名・全２５チーム募集　参加賞他景品あり　
お問合せは、焼津地区労福協　０５４－６４５－２８１１
一人２０分で９組。予約は１月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
第一部:講演会　第二部:懇親会を予定しています。
お問合せは、伊東熱海地区労福協　０５５７－３７－６１３５
ディズニー映画「ボルト」の上映です。
お問合せは、田方地区労福協　０５５８－７６－５１１１
毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
野村克也氏を招き「弱者の戦略」の演題でセミナーを開催。
お問合せは、富士宮地区労福協　０５４４－２４－６０２９
会員相互の交流ボウリング大会です。
お問合せは、北駿地区労福協　０５50－83－5100
講師は（有）クロフネカンパニー代表取締役　中村文昭氏です。
お問合せは、中遠地域労福協　０５３８－３２－２７０６

子供向け映画上映とお楽しみ抽選会。
お問合せは、榛南地区労福協　０５４８－２２－３３４４

一人２０分で９組。予約は２月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
会員相互の交流パターゴルフ大会です。
お問合せは、賀茂地区労福協　０５５８－２２－５７０３
一人２０分で９組。予約は３月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
会員相互の交流ボウリング大会です。
お問合せは、富士宮地区労福協　０５４４－２４－６０２９

メタボリックについての講演です。お問合せは、賀茂地区労福協
（県職賀茂支部内）　０５５８－２２－５７０３1　

月

2　

月

3　

月

フォレストヒルズ

駿河健康ランド

下田市民文化会館

藤枝グランドボウル

磐田商工会館２階

御殿場パークレーンズ

袋井市メロープラザ

磐田商工会館２階

榛南文化会館

磐田商工会館２階

江戸屋ボウル

毎週

14

15

18

18

22

25

29

毎週

9

17

18

26

27

毎週

13

26

木

金

土

火

火

土

火

土

木

水

木

金

土

日

木

日

土

10:00

18:30

13:00

18:15

18:00

14:00

18:00

13:30

10:00

18:20

18:10

18:30

14:00

10:00

10:00

10:00

14:00

18:00

無料年金相談会

新年の集い

新春福祉講演会

無料法律相談

新春のつどい

無料年金相談会

ボウリング大会

文化講演会

無料法律相談

無料年金相談会

パターゴルフ大会

無料法律相談

ボウリング大会

磐田地区労福協

富士宮地区労福協

清水地区労福協

賀茂地区労福協

焼津地区労福協

磐田地区労福協

伊東熱海地区労福協

田方地区労福協

磐田地区労福協

富士宮地区労福協

北駿地区労福協

中遠地域労福協

磐田地区労福協

榛南地区労福協

磐田地区労福協

賀茂地区労福協

磐田地区労福協

富士宮地区労福協

1月～3月の各地域・地区労福協の活動予定 ２０１０年１２月１日現在

未定

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

会員のみー有料
２０００円

会員のみー有料
3０００円

会員のみー
　　　条件あり

会員のみー有料
１チーム２０００円

会員のみー有料

会員のみー有料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

 どなたでも－無料
（入場にはチケットが必要です）

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

会員のみー有料

会員のみー有料

清水地区労働団体
役員合同セミナー

労福協ファミリー
　　　映画上映会

第２１回
親子ふれ愛の集い

磐田商工会館　
　　　２階会議室

磐田商工会館　
　　　２階会議室

磐田商工会館　
　　　２階会議室

暖香園ボウル　
　　　サンテラス

クリスタルホール　
　　　　パテオン

司会の千葉事務局長

優勝したヤマハ労組掛川支部のみなさん

講師の志村孚城さん

講師の奥山惠理子さん

落語家の
春風亭小朝
師匠
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◆全労済とろうきんの“コラボ”店舗、全国で初めてが
県内にできるなんてすごいですね。２号店（？）はぜひ静
岡県東部にできることを期待しています！
　　　　　　　　　駿東郡清水町　杉本　久美　様

◆誌面を拝見して関心を持ったものは、災害ボランティア
コーディネーター養成講座です。県ボランティア協会が企
画運営され県内各地で経験豊富な講師による実践的な
内容であったことから、この活動をさらに継続していただ
きたい。       　　　　　　　富士市　佐野　克芳　様

◆「就労に悩む若者の自立のためのセミナー開催」は、
参加してみたいと興味深く拝読しました。経済環境が悪
い昨今、就職できない若者が多数存在することは非常
に嘆かわしく雇用の枠をなんとか広げてやりたいと祈念し
ている。写真が多様されていて見やすい誌面、今後も
期待しています。　 静岡市清水区　土屋　雅代　様

◆福祉とくらしのセミナーで齊藤孝さんの講演を聞きまし
た。１分間で大切な事を伝える技術が勉強になりました。
２時間ずっと笑いっぱなしだったので機会があればまた参
加したいです。　 榛原郡吉田町　青島　亜也子　様

◆労組の支部員になったことをきっかけに「ろうきん」や
「全労済」のお徳さを知ることになりました。しっかり勉強
して職場の皆にも広めたいな。　　　　　
　　　　　　　　　　浜松市中区　大橋　美穂　様

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○沼津市　　　   上柳 聖人 様
○静岡市清水区　土屋 和敬 様
○静岡市清水区　渡辺 メイコ様
○静岡市葵区　   杉山 尚秋 様
○磐田市　　　   中川 利正 様

（１）C：富士山と桜
（２）B：石川　遼
（３）A：浜松市

応募総数63通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えを A・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただい
た方には粗品をプレゼントします。
　　　　　締切日／２０１1年2月28日（月）まで〔消印有効〕

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

?（１）県労福協ホームページに掲載の「労福協だより」バッ
　　クナンバーは何年分でしょうか？
　　　Ａ．2年分（8誌）　Ｂ．50年分　Ｃ．100年分
（２）静岡県労福協と友好関係にある中国の総工会は何
　　省でしょうか？
　　　Ａ．広東省　Ｂ．吉林省　Ｃ．浙江省
（３）サッカー日本代表のザッケローニ監督はどこの国の人でしょうか？
　　　Ａ．南アフリカ　Ｂ．イタリア　Ｃ．ロシア

ホームページからの応募も可能です

趣味というほどではないですが、仲間でボウリングをしたり、庭いじり
をしてリフレッシュをしています。又、事務所も恵まれた環境で、楽し
く仕事をさせていただいています。労福協のイベント等でお会いする
かと思いますが、これからも御指導の程よろしく御願いします。

事務局員紹介●伊東

氏　名／齊藤　美智江
血液型／ A 型
趣　味／ボウリング

さいとう　　　み ち え

（伊東熱海地区労福協担当）

ユニオントラベルで
クオカード・UCギフトカードの販売をしております。

電話054-203-6877　ＦＡＸ054-203-6878
〒422-8067　静岡市駿河区南町 11-22　労働会館３Ｆ

430-0929 浜松市中区中央3丁目15-37 ☎053-453-5888
☎054-254-3312

4,200 保障！　万円
を風水害などの

とき

1,800 保障！　万円
を地震 などの

とき

付属建物等特別共済金を新設！

最
高

最
高

http://www.union-travel.co.jp/top.html
ＨＰより申し込み用紙をダウンロードしてお申し込みください。お申し込みは

500円
（販売価格530円）

1,000円
（販売価格1,040円）

2,000円
（販売価格2,000円）

3,000円
（販売価格3,000円）

5,000円
（販売価格5,000円）

10,000円
（販売価格10,000円）

スタンダ
ード

カード

住まいの保障なら全労済の（風水害等給付金付火災共済） （自然災害共済）＋

6,000万円

【火災】などのケース
落雷・他人の住居からの水漏れ・
車両の飛び込みなどを含む
最高保障額

300万円

【風水害】などのケース
突風・暴風雨・豪雨・洪水・

雪崩・高波など
最高保障額

で保障

4,200万円
最高保障額

【風水害】などのケース
突風・暴風雨・豪雨・洪水・

雪崩・高波など

の場合

で保障

の場合

1,800万円

【地震】などのケース
最高保障額

1810Ｂ035

★出品料は無料です　
★全ての作品を展示します　
★出品者全員に参加賞を進呈

282 183
【募集期間】　平成23年

月 金

！募集中

Workers 
Art 
Exhibition 2011

【募募集期間】平
ア

23年

Wo
Ar
Exト

平成2期間】平 23年
ー

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp
静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）
問合せ先

静岡県勤労者総合美術展第61回
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2011年1月31日 まで

ボーナス預金はこれでキマリ！

期間中、スーパー定期の金利（店頭表示金利）に

［年］［年］年年年［［ ］］年年年［［ ］］］年年年［［ ］年年年［ ］］

［年］

1年定期

3年定期

5年定期
or

財形預金やエース預金を、年間10万円以上の積立契約されている方を対象に、

抽選で2,000名に「QUOカード（1,000円分）」をプレゼント。
詳しくは店頭までお問い合わせください。
※2011年1月31日時点のお取引内容で判定します。
※当選の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

対象となる方

●普通預金以外の預金（定期預金や財形預金等）によるお振替えは、対象となりません。
●自動機、インターネットバンキングでのご契約はできません。本サービスをご利用の場合
　にはお近くの〈ろうきん〉窓口または担当の職員へお申し出ください。
●表示は税引前の上乗せ金利です。利息には、原則20％の税金が課されます。
●マル優（障がい者等の少額貯蓄利子非課税制度）の適用が可能です。
●中途解約は可能ですが、中途解約の利率は別に定める中途解約利率が適用されます。
●定期預金の詳しい説明書は、営業店窓口にございます。

［ご注意］

※上乗せ金利の適用は初回満期日までです。以降はその時点での通常金利で自動継続されます。

〈ろうきん〉の会員に所属される個人の方。

お預入れ金額
お一人様あたりの上限は定めません。
※ただし、1口につき300万円未満とさせていただきます。

対象となるご預金 「スーパー定期」 お預入れ期間／1年・3年・5年※新規のお預け入れ資金に限ります。

月

金利を上乗せさせていただきます！

期間限定

※イメージ※イメージ

くらし応援
キャンペーン実施中！


